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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・5/19　石川　広光様、澤村　よしえ様　南病棟転出予定。

・泉山　紀子様～5/20外出は中止となる。

・柏山　知也様～父様・本人より病状は良くなった為、5月いっぱいで退院希望あり。面談
希望、5/21　17時または5/23　19時以降なら可能。調整未、週明け上申し
て下さい。
・田村　真紀子様～母様より入電。病状と今後について5/25　10：30面談調整済。
・佐藤　與八様～昨日挿入困難であったが、本日14Fr膀胱留置カテーテル留置している。
　　　　　　　本日は食事摂れている為点滴はせず様子観察。
　　　　　　　本日夕～特食（減塩5g以下、粥ミキサー）へ変更。飲水制限は食事以外で
500ml/日まで。
・栃木　春子様～6時37.6→14時37.8℃、酸素飽和度89～90％、嚥下時に粥でむせこみあり、咳嗽や痰絡みはなし。胸部レントゲン施行し肺炎所見あり、酸素飽和度は90％を保つように、5/20採血、セフジトレン5日分処方、吸引指示5日分指示。本日夕～全粥・極キザミへ変更。嚥下状態に注意し、見守りや介助していく。
・太田　榮美子様～本日夕～主食全粥へ変更となる。

・小林　満様～DIV1日分処方、本日分で終了。
・小澤　和子様～レボトミン本日で飲み切り止めとなる。
・和田　懸様～臨時薬でミルナシプランとツムラ抑肝散7日分処方となる。
・山田　香様～持参薬は5/25vdsまで継続指示あり。
　　　　　　　情報提供あり、やまばとの定期受診5/21あり、不足物やおやつの依頼があ
る場合は、やまばと寮へ連絡するようにして下さい。
　洗濯は業洗対応、5/20来院予定、医事で書類処理予定。
・丹内　栄子様～買い物カードは解約となっている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離継続中。午前、午後1時間ずつの開放観察実施。昨日消灯後も奇声続き22：40　レボトミン（25）1T内服し2時～入眠出来ている。開放観察中の奇声もあるがトラブルはなく経過している。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞
・小林　満様～療養環境への不満を訴え不眠で経過し、部屋移動の要求頻回にあり。発
汗・両手振戦あり。食思は良好、各食全量摂取している。指示の点滴は問
題なく終えている。
・下村　慶子様～「顔が溶ける」と話し多弁さ続いている。口腔ケアも拒否的。夜間の睡
眠はとれている。
・栃木　春子様～声掛けにて離床動作自立出来ている。食事はセッティングにて自立し1/4～1/2量摂取している。排泄はトイレでないとできないと話し、誘導にて排泄確認出来ている。夜間はオムツにて失禁対応している。
・河原木　泰志様～唸りが強く、うるさいと言われた事に対し、TK様へなぐりかかろうとしていることみられ介入している。
・高山　要治様～帰宅要求なく落ち着いている。内服拒否なく出来ている。朝食2/3、昼食全量摂取している。
・山田　香様～帰宅要求なく自室にて落ち着いて過ごしている。
・佐藤　與八様～昨日不食続いていたが、朝・昼食全量摂取している。内服拒否なく出来ている。Ba挿入後ライン弄りあり、両手ミトン着用継続している。体動活発にあり、転倒・転落注意していく。
・澤村　よしえ様～帰宅要求頻回にきかれ、出入り口から出ようとする行為みられ介入を
要している。昼夜の違いもわからない様子。興奮や不機嫌さはない。
・木村　格治様～日課は自力で行っているが歩行不安定さ・動作緩慢さあり、見守り要している。引き続き、精神症状の観察を行うと共に、転倒に注意し看護介入行っていく。
・小笠原　久年様～妄想言動や興奮なく落ち着いている。
・熊谷　樹里様～朝2/3、昼食全量摂取している。昨夜妄想言動あるが不穏行動はなく落ち
着いている。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・清水　進様～左股関節の疼痛持続、レントゲン再度施行指示あり。所見は無い為、湿布
継続し経過観察指示。
・和田　昌様～気分の高さあるため、来週定期よりリーマス追加となる（今後はリントン
は使用せずに薬剤調整していく方針）

・野田　敏治様～希望にて5/19夕～各食菓子パンへ変更。
　　　　　　　　不眠あり、来週定期よりブロチゾラム中止、フルニトラゼパム増薬。
・田村　真紀子様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・木村　格治様、河原木　泰志様、清水　進様、藤井　崇史様は定期薬同内容で処方。
＜新入院患者様＞
日　　時：5月18日　14：00　

　氏　　名：大久保　すい様

　生年月日：昭和27年9月22日　65歳

　病　　名：統合失調症

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Ｂユニット

　入院形態：任意入院　（当院4回目）

　主治医　：深澤Dr

入院に至る経緯：

　松平病院より転院希望しH29.1.17当院3回目の入院。

　入院後は、病感や病識なく、精神症状として誇大的言動や被害的言動が目立ち、時に他者トラブルあり、見守りや介入を要していた。12.20～治験開始（ジプラシドン）、その後は頓服薬を使用せずに症状の軽減みられ、落ち着いて経過。以前は服薬拒否的であったが、現在は拒否なく内服出来ている。

　ADLは自立しているが、ここ数週間夜間浅眠で経過し、ふらつきがみられる頻度が多くなっていた。5.16　20時ホールで転倒、前方に倒れた様子であったが、その際左手をついた様子で左手首の変形あり、シーネ固定する。その時点では外傷はなし。5.17　8時左手8つ折りガーゼ2枚上層汚染あり、血性。内側に0.5cmの外傷2か所あり、圧迫止血とシーネ固定継続している。

　御家族様へ連絡し、八戸赤十字病院受診希望あり。八戸赤十字病院整形外科受診の結果骨折所見あり、当日手術適応となりH30.5.17八戸赤十字病院へ転院の為当院退院。同日、全身麻酔下にて左手首の骨折観血的手術、経皮的鋼線固定術施行。術後経過良好にて当院へ転院の為、Ｈ30.5.18　14：00東病棟Ｂユニットへ任意入院となる。
・以前と同じ、洗濯は業洗。私物発注伝票で買い物可。
・次回受診　八戸赤十字病院整形外科　5/21　10：30、10時～16時。
・右手首の患部クーリングと挙上をしていく。水疱形成や腫脹による末梢循環障害注意していく。
